
皆さんの近所に住むキラキラ輝くまさきの人たちを紹介します

松前町は平成72年に25,000人のまちを維持します

Statistics
統計

（　）は前月比

男性   14,625人     
女性   16,244人    
合計   30,869人    
世帯   13,390世帯

(－34）
(－2）
(－36）
(－26）

人の動き
 （Ｈ30.5.31現在）

Payment
支払

◎納期限内に納めてください

納期限   7 月31日火    口座振替  7 月 25 日水

固 定 資 産 税               　 　　            　       第 2 期
国民健康保険税（普通徴収）　  　  第 1期 ・全期
介護保険料（普通徴収）　　　　　  第 1期 ・全期
後期高齢者医療保険料（普通徴収）   第 1期 ・全期

Family
友人知人の家族をリレーでつなぎます

◉PROFILE
うえだ・ゆたか　会社員。休日に家族と出掛けるのが楽しみ。松山
　市出身
うえだ・えみ　専業主婦。香川のうどん巡りが好き。現在第 2子を
　妊娠中（胎児ネーム くーちゃん）で10月に出産予定。宗意原出身
うえだ・いろは　おしゃべりとダンスが大好き。2歳

　新立に住む上田さんファミリー。休日は、香川のうどん巡り
やいろんな公園を目当てにドライブを楽しむ仲良し家族です。
　仕事が忙しく、いつも帰りが遅いという豊さんですが、｢家族
と一緒にいるときが一番幸せです｣と話すように、心の支えで
ある恵美さんと彩心ちゃんをとても大切にしています。
　｢そんな気持ちを持ってくれていることがうれしい｣とほ
ほ笑む恵美さんは、｢もっと家族との時間を取りたい｣と願
う豊さんのために、写真や会話で彩心ちゃんの成長を共有
するよう心掛けています。一緒に過ごす時間が短くても、たく
さんの会話と愛情で絆を深めている素敵な夫婦です。
　そんな2人の宝物だという彩心ちゃん。｢きれいな心のま
まで、自分らしく輝いて欲しい｣という願いを込めて名付け
られました。新しい命が宿る恵美さんのお腹に向けておもちゃ
を鳴らしたり、｢くーちゃんと一緒に遊ぶ｣と言って張り切った
り、早くも立派なお姉ちゃんの姿を見せています。
　これから家族が増えて、ますますにぎやかになる上田さんファ
ミリー。家族4人、ドライブでいろんな公園を制覇していきます。
　次回は、恵美さんのお友達、黒原智亜紀さん＝筒井＝ファミ
リーをご紹介します。

上田豊さん　 恵美さん   彩心ちゃん
（新立）

家 族 の き ず な

　北伊予小学校6年生の4人は、学年の縦割りで構成するブロッ
クの長として活躍しています。
　ブロックでは、運動会のほかにも、結団式で声の大きさを競う
｢大声対決｣や全学年で協力して行う｢縦割り清掃｣、昼休みに仲
良く遊ぶ ｢ふれあいタイム｣ など、年間を通してさまざまな活動を
行っています。
　ブロック長をやろうと思ったきっかけを｢兄が中学校でやってい
て、みんなを引っ張る姿がかっこいいと思ったからです｣と話すの
は、緑ブロック長の平田栞之佑くん。赤ブロック長の松本冠汰郎く
んも｢各ブロックのリーダーだから毎年憧れていました｣と話すよう
に、みんなをまとめるブロック長は学校の人気者です。

　今後については、青ブロック長の田中惺雄くんが｢みん
なが運動会で全力を出せるよう、まずは自分から声を出し
ていきたい｣と抱負を語れば、黄ブロック長の河野玄愁くん
は、「北伊予小学校をにぎやかで、けじめのつけられる学
校にしたい｣と意気込みます。「他の児童の手本になる」と
いう意識を強く持つしっかり者の仲良し4人組が、これか
ら北伊予小学校をますます盛り上げていくことでしょう。

Kids
頑張る子どもを紹介します
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Reporter
町民が松前町の魅力を取材します

魅 力  伝え隊
松  前  の

今回は私が、ウェルピア伊予で開催された「黒田
勉（玄鳥）・黒田山央親子展」について紹介します。

このコーナーは、広報担当者で
はなく町民の皆さんがカメラを
持って、松前町の魅力を取材し
ます。取材してくれる人を募集
中です。詳しくは、総務課広報
情報係 （☎985-4132)に連絡を。

黒田美勢子 さん
＝宗意原＝

Kuroda Miseko

　私の義父である黒田勉 （玄鳥）の13回忌であった昨年暮れ、愛
媛県美術館で開催された水墨画のイベントに、義父の作品を2点
出展することになりました。そこで見た作品は力強く、輝いている
ことに私は感動したのです。私の夫である山央もまた、生前油絵サー
クルなどで指導する傍ら作品を多数手掛けていたこともあり、早
速夫の先輩たちに何か企画ができないか相談を持ち掛けました。
それが縁で、伊豫國アルテ・ガリレオ主催、ウェルピア伊予春の
特別企画 「親子展」が実現し、 関係者の熱意が結集したのです。
　学校の校長を退職後、芸術文化部門で活躍した黒田親子に、
多くの人が関心と応援を寄せてくださり、出会いと感動の毎日で
した。5月21日から31日まで開催しましたが、おかげさまで大盛
況の成果をもって終了しました。なお、来場者数は500人以上に
上り、芳名帳に記帳した人のうち200人は松前町民、伊予市民が
110人、松山市民が80人、その他が30人という結果でした。
　これら全ては、皆さんの温かいご支援の賜物と深く感謝していま
す。なお、黒田山央の作品である 「貯木場」は松前小学校の玄関に、
「重信川から石鎚を望む」は松前町商工会の玄関にそれぞれ寄贈し
て飾られていますので、機会があればぜひご覧ください。
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「ブロック長　学校を盛り上げる4人」
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